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vt = vt 1 + At   Bt (1)
ft = (vt=ct)f0 (2)
式 (1) において，vt [km/h] は，時刻 t におけるシミュレータ




































































































た動画から 2本のコース (C1，C2)を作成した．C1は 48 s，C2



























本実験では評価結果教示前の 1 次走行と教示後の 2 次走行を
比較する．C1と C2ではハザードの数が異なるため各種ハザー






式 (3) において，c は被験者毎の各種ハザードの合計得点であ
る．d はコースごとの各種ハザードの数である．各種ハザード
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図 10: 平均速度
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